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アメリカの半導体復活
副会長 黒川脈打

1970年のlKDRAM発表以来メモリで指禅的立場にあったイン

テルが.日本との戟1･に破れ.1985年 DRAMから抱過した モ ト

ローラもナショナルセミコンダクタ-もDR̂ M事業LLl断に追い込

まれ,16Kr)RAMでuL-非擬人LL雌;暮ほ 誇ったモステクは解散, ト

ランジスタを発明したベル研究所さえも,1986年にDRAMの榊発

を断念,1987年には親会社のA′｢&Tが1)RAMLL雌を打ち切った

1987年4月,こうした:J-HF'fをふまえて,私はベル研究所で日米

のやり方の追いを論じた 会場は立錐の余地もなく,伽下にあふれ

て,あるいは私の足元までぎっしり床に頼り込んで.閃いてくれた

人達の熱気に講師の方が止倒される思いであった.hTl,途立寄った

MlTの先生は恕延を専攻する修上古梁柱を作る.学生がよく勉強す

るようになったと許された その年の秋.新関 ･雑誌記kを聴衆と

したIEEEの会合にJEiかれて,私は再びIL71様の話をした そして.

翌年の3J]にはロスアンゼルスタイムスに桁かれて訳した 同じこ

ち,日iT.中柿の小利さんもアメリカでEl木のやり方を謎碗されてい

たと何った.

インテルは1987年の帆 工協姐設に際し,束北大学の大兄先生

を招いて教えを乞い,先生の相中で人幅に設討変更.予算を50%

横み岬 して.T'石井ftIり｣二場を作ったということである_そ して
1990年,'(,L:士辿はオレゴン州の半,削本丁場で購入する頻品類の不

純物潰度が日本より-けた以上ばらつくことをデータでメーカに7T=

した メーカはEF本のやり方を徹底的に学び,2年たたずに変動の

少ない供給ができるようになった メーカはこれを武器にして.半

額体⊥場の鼻品管理のアウトソーシングjLIXを展開した.日米再逆

転が胴らかになり始めたのはこのころからである

半,.j事体復活への船窓と,面子もセクショナリズムもかなぐり捨て

る危機感は.El本から学び取ったものに白分速の子,Ll,?i..な技術を加え,

1993年には兄串に'Rを姑んt='

ちなみにアメリカのLI'-を体製造指術閲発機構セマテックの設立は

1987年,MlTの先生方が MadelnArner]caという本をLLr.版 したの
は1989年のことである

他方,EI木の状況は1987年 9月にFl緑雌英新聞が私の百瀬とし

て引用してくれた ｢外国に学ぶものはないとするおごりの風潮は気

がかりだ このままの態度を続けると,あと10年もすれば洛ちぶ

れてしまうかもしれない.｣から想像して頂きたい この~告発は当

時の日本で-収 もされなかったが,5年後にバブルがほじけて 10

年という期限が先延ばしになったようにみえるのはイこせ中のやいで

ある


